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カ
モ
シ
カ
の
釜
田
募
集
I
I
･

平
成
細
年
年
7
月
9
日
に
生
ま
れ
た
ニ
ホ
ン
カ
モ

シ
カ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
､
オ
タ
リ
お
母
さ
ん
の
愛
情
を

い
っ
ぱ
い
に
受
け
､
ま
た
と
き
に
は
厳
し
く
教
育
さ

れ
な
が
ら
､
今
で
は
お
母
さ
ん
に
追
い
つ
く
く
ら
い

ま
で
体
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
｡

カ
モ
シ
カ
は
外
見
で
は
雌
雄
の
判
断
が
困
難
で

す
｡
離
乳
も
済
ん
で
､
健
康
的
に
も
問
題
が
な
い
と
判

断
で
き
た
の
で
､
平
成
2
 
1
年
2
月
_
 
0
日
､
少
々
手
荒
で

は
あ
り
ま
す
が
､
職
員
総
出
で
捕
獲
を
し
､
雌
雄
判
別

を
し
ま
し
た
｡
そ
の
結
果
､
赤
ち
ゃ
ん
は
｢
オ
ス
｣
で

し
た
｡
両
親
は
ど
ち
ら
も
気
の
強
い
性
格
で
す
｡
ま
し

て
オ
ス
だ
と
す
れ
ば
､
ど
ち
ら
に
似
て
も
自
己
主
張

の
は
っ
き
り
し
た
､
た
く
ま
し
い
カ
モ
シ
カ
に
成
長

し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
｡

性
別
も
わ
か
り
､
あ
と
は
名
前
で
す
｡
近
年
で
は
､

博
物
館
で
生
ま
れ
た
カ
モ
シ
カ
は
皆
､
"
般
公
募
に

よ
っ
て
名
前
を
決
め
て
き
ま
し
た
の
で
､
今
回
も
左

記
の
と
お
り
､
名
前
を
募
集
し
ま
す
｡

元
気
の
良
い
男
の
子
に
ふ
さ
わ
し
い
､
す
て
き
な

名
前
を
お
願
い
し
ま
す
｡
多
く
の
方
か
ら
の
ご
応
募

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
｡

臆
応
募
期
間
　
辛
成
2
 
1
年
3
月
_
 
5
日
(
日
)
～
4
月
同

日
(
局
)
　
(
当
日
消
印
有
効
)

鵜
応
募
方
法
　
は
が
き
に
カ
モ
シ
カ
の
名
前
と
､
応

募
さ
れ
る
方
の
住
所
･
氏
名
･
電
話
番
号
を
明
記
の

と
､
山
岳
博
物
館
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
｡
電
話
､
F

A
X
､
メ
ー
ル
で
の
ご
応
募
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
｡

■
両
親
の
名
前
　
父
親
｢
ハ
ク
バ
｣
　
母
親
｢
オ
タ
リ
｣

山
岳
博
物
館
に
も
応
募
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
､
ぜ
ひ
付
属
園
に
お
い
で
頂
き
カ
モ
シ
カ
の
顔

を
見
な
か
ら
､
似
合
う
と
思
う
名
前
を
ご
応
募
く
だ

さ

い

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

(

大

町

山

岳

博

物

館
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記録帖『胸中のアルプス』
(山田恒男氏蔵)

｢牧山案内人組合草創期の人々｣展

樗別展

｢牧順内入組館鯛の人々｣
一　腹もれていた被の'職Iii要　一

i　朋　i I`　l　　　　点き　1 1

牧
山
案
内
人
組
合
草
創
期
の
人
々

古
幡
　
開
太
郎
(
日
本
山
岳
会
会
員
)

一
`
牧

安
曇
野
市
穂
高
牧
は
､
平
安
時
代
の
神
社
の
格
式

や
地
方
の
組
織
'
特
産
物
等
を
記
録
し
た
延
書
式
に

も
登
場
す
る
勅
旨
牧
(
て
し
ま
き
)
　
で
あ
る
信
濃
十

六
牧
の
.
つ
で
､
猪
鹿
牧
(
い
が
の
ま
き
)
と
呼
ば

れ
る
牧
場
で
あ
っ
た
｡
今
で
は
常
念
岳
を
源
と
し
た

烏
川
の
左
岸
の
横
適
岳
か
ら
の
び
る
尾
根
東
端
に
あ

る
浅
川
両
の
山
麓
に
'
四
〇
〇
戸
余
り
､
千
百
人
程

が
暮
ら
す
村
で
あ
る
｡
か
つ
て
は
孤
立
し
た
何
も
な

い
寒
村
で
あ
っ
た
が
､
現
在
で
は
開
発
さ
れ
い
く
つ

も
の
上
場
と
二
つ
の
ゴ
ル
フ
場
､
別
荘
が
点
在
す
る

村
で
あ
る
｡
.
方
､
牧
は
常
念
岳
一
ノ
沢
登
山
口
と

し
て
だ
け
で
な
く
､
槍
ヶ
岳
へ
の
近
道
･
喜
作
新
道

を
開
墾
し
た
小
林
喜
作
を
生
ん
だ
村
で
あ
り
､
山
岳

写
真
家
で
あ
り
高
山
蝶
の
研
究
者
で
あ
っ
た
ナ
チ
ュ

ラ
リ
ス
ト
田
淵
行
男
が
一
六
年
間
住
ん
だ
村
と
し
て

も
知
ら
れ
な
が
ら
､
日
本
山
岳
史
の
な
か
で
は
そ
の

役
割
を
忘
れ
去
ら
れ
た
村
の
一
つ
で
あ
る
｡
昭
和
以

前
は
､
日
本
ア
ル
プ
ス
槍
穂
高
へ
の
入
山
は
徳
本
峠

の
登
山
口
で
あ
る
島
々
宿
(
現
松
本
南
安
曇
)
､
江
戸

時
代
使
わ
れ
た
飛
騨
街
道
の
登
山
〓
小
倉
(
現
安
曇

野
市
三
郷
小
倉
)
と
牧
(
現
安
曇
野
市
穂
高
牧
)
　
の

三
つ
の
登
山
口
が
利
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
､
飛

駐
街
道
が
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
小
倉

日
が
廃
れ
､
信
濃
坂
発
電
所
建
設
に
よ
る
申
房
川
沿

い
の
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
牧
か
ら
大
嶋
経
山
中

房
温
泉
へ
の
登
山
道
が
利
用
さ
れ
な
く
な
り
､
日
本

ア
ル
プ
ス
へ
の
登
山
口
と
し
て
の
牧
の
役
割
が
半
減

し
た
｡
さ
ら
に
豊
科
駅
か
ら
須
砂
渡
へ
の
バ
ス
路
線

の
開
通
に
よ
り
､
牧
の
登
山
口
と
し
て
の
役
割
は
忘

れ
去
ら
れ
た
｡

大
正
以
前
は
､
牧
か
ら
一
ノ
沢
を
常
念
坊
(
常
念

小
屋
の
前
身
)
に
登
り
､
.
ノ
侯
を
下
っ
て
槍
沢
を

詰
め
槍
ヶ
岳
に
向
か
う
道
､
一
ノ
侯
の
途
中
か
ら
中

山
峠
を
越
え
一
-
ノ
俣
に
出
て
西
岳
か
ら
束
鎌
尾
根
経

由
槍
ヶ
岳
に
登
る
道
が
使
わ
れ
た
｡
一
方
､
牧
の
古

刹
栗
尾
山
満
願
寺
か
ら
北
ノ
沢
を
詰
め
､
宮
ノ
平
か

ら
大
峠
経
由
信
濃
坂
に
下
り
皇
居
温
泉
に
行
く
道
も

賑
わ
っ
た
｡
そ
の
頃
大
峠
に
は
茶
屋
が
あ
っ
た
と
の

記
録
が
あ
る
｡
一
九
一
七
年
(
大
正
六
)
牧
の
山
案

内
人
七
名
に
よ
り
烏
川
口
山
案
内
人
組
合
が
創
立
さ

れ
た
｡
し
か
し
､
北
ノ
沢
か
ら
中
房
温
泉
に
向
か
う

登
山
道
は
､
昭
和
初
期
の
電
源
開
発
に
よ
り
有
明
宮

城
か
ら
自
動
車
道
が
信
濃
坂
ま
で
開
通
し
た
途
端
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
｡
い
ず
れ
も
牧
が
基
点
の
登
山
道

で
あ
り
､
こ
の
頃
の
登
山
者
の
多
く
は
牧
で
山
案
内

人
や
歩
荷
を
雇
い
日
本
ア
ル
プ
ス
に
入
っ
た
｡
槍
ヶ

岳
肩
ノ
小
屋
(
槍
岳
山
荘
)
　
を
創
設
し
た
穂
苅
三
蕎

雄
は
､
著
書
『
槍
ヶ
岳
黎
明
』
　
の
肩
ノ
小
屋
を
建
設

す
る
行
で
､
松
本
か
ら
穂
高
経
由
牧
に
入
り
､
牧
の

人
夫
を
集
め
て
一
ノ
沢
を
詰
め
'
槍
ヶ
岳
に
向
か
っ

た
苦
労
話
を
書
い
て
い
る
｡
槍
岳
山
荘
や
槍
沢

ヒ
ュ
ッ
テ
で
働
い
た
人
に
牧
の
出
身
者
が
多
い
の
も

こ
う
し
た
経
緯
に
よ
る
｡
梓
川
筋
の
釜
ト
ン
ネ
ル
開

通
と
中
房
川
沿
い
の
自
動
車
道
開
通
に
伴
い
､
牧
は

常
念
岳
の
一
ノ
沢
登
山
口
と
な
り
､
日
本
ア
ル
プ
ス

槍
穂
高
へ
と
し
て
の
登
山
口
の
役
割
を
閉
じ
た
｡

二
へ
登
山
史
に
お
け
る
牧
へ
の
関
心

昭
和
四
〇
年
代
､
常
念
小
屋
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
た
私
は
､
親
方
の
山
田
恒
男
さ
ん
に
大
正
八
年

に
作
成
さ
れ
た
記
録
帖
『
胸
中
の
ア
ル
プ
ス
』
(
写
真

1
)
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
｡
和
綴
じ
和
紙
に
墨
で

書
か
れ
た
そ
の
記
録
幅
は
見
事
な
も
の
で
'
彩
色
さ

れ
た
登
山
者
が
登
場
す
る
ペ
ー
ジ
も
あ
っ
た
｡
何
よ

り
そ
こ
に
書
か
れ
た
牧
の
人
々
の
名
前
の
多
き
に
驚

く
と
と
も
に
､
北
ア
ル
プ
ス
に
お
け
る
牧
の
役
割
の

大
き
さ
を
感
じ
た
｡
最
近
､
『
新
日
本
山
岳
誌
』
の
信

濃
の
山
と
峠
の
編
集
に
関
わ
り
締
い
た
H
本
山
岳
史

の
中
に
､
登
山
黎
明
期
の
大
正
時
代
'
牧
に
多
く
の

山
案
内
人
や
猟
師
が
い
た
に
も
拘
ら
ず
ほ
と
ん
ど
山

岳
史
に
名
前
を
残
し
て
い
な
い
こ
と
を
残
念
に
思

い
､
一
部
で
も
記
録
に
残
し
た
い
と
考
え
た
｡

二
〇
〇
八
年
､
牧
の
文
化
展
に
関
わ
っ
た
こ
と
を

幸
に
'
ま
ず
田
淵
行
男
の
牧
時
代
に
焦
点
を
あ
て
た

展
覧
会
を
開
き
､
次
い
で
二
〇
〇
九
年
は
牧
に
残
る

山
案
内
人
の
記
録
を
集
め
､
整
理
し
展
示
す
る
機
会

を
得
た
｡
当
初
は
何
も
よ
り
ど
こ
ろ
か
な
か
っ
た
が
､

常
念
小
屋
に
残
さ
れ
て
い
た
『
胸
中
の
ア
ル
プ
ス
』

に
書
か
れ
た
名
前
を
基
に
､
そ
れ
ぞ
れ
の
縁
者
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
始
め
た
｡
既
に
後
継

者
が
い
な
い
ご
家
庭
も
あ
っ
た
か
､
お
訪
ね
し
て
目

的
を
お
話
し
し
写
真
や
資
料
を
お
貸
し
い
た
だ
き
た

い
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
､
ほ
と
ん
ど
の
､
こ
家
庭
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
く
こ
と
が
で
き
た
｡
期
間
も
短

く
十
分
な
調
査
で
は
な
か
っ
た
が
'
記
録
を
展
示
で

き
る
と
こ
ろ
ま
で
漕
ぎ
着
け
た
｡
そ
の
結
果
､
二
〇

〇
八
年
二
月
一
五
･
一
六
日
の
二
日
間
､
安
曇
野

市
穂
高
牧
公
民
館
で
　
｢
牧
山
案
内
人
組
合
草
創
期
の

人
々
｣
と
題
し
､
明
治
･
大
正
に
活
躍
し
た
小
林
喜

作
前
後
の
山
案
内
人
に
関
す
る
資
料
の
展
示
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
｡
こ
れ
ま
で
埋
も
れ
て
い
た
牧
の
登

山
史
の
発
掘
で
あ
っ
た
｡

今
回
の
調
査
を
通
し
て
牧
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の

資
料
が
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
が
､
代
替
わ
り
や

家
の
改
築
の
際
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
古
い
資
料
を
廃

棄
ま
た
は
焼
却
し
て
い
る
現
実
が
あ
り
､
今
や
ら
な

い
と
永
遠
に
記
録
は
残
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

た
｡
私
と
し
て
は
引
き
続
き
資
料
収
集
を
続
け
､
一

枚
で
も
多
く
の
写
真
や
資
料
を
記
録
に
残
し
て
お
き

た
い
と
考
え
て
い
る
｡
今
回
資
料
を
発
掘
で
き
た
の

は
'
下
記
の
人
達
で
あ
る
｡

ー

三
`
牧
の
山
案
内
人

寺
島
今
朝
一
(
て
ら
し
ま
　
け
さ
い
ち
)

寺
島
今
朝
.
は
､
信
濃
山
岳
会
会
員
で
あ
り
､
烏

川
〓
山
案
内
人
組
合
の
初
代
組
合
長
で
あ
っ
た
｡
山

案
内
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
大
使
や
慶
應
義
塾
大
学
山
岳

部
O
B
板
倉
勝
宣
な
ど
と
深
い
親
交
が
あ
り
､
案
内
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写真3　小林喜作が

獲ったカモシカの毛皮

(宮島貞泰氏蔵)

写真1寺島今朝一

小槍を初登撃する寺島今朝一と
土橋荘三(寺島正明氏蔵)

諺
I､

艶
写真4　常念岳頂上にて(中央が小林喜作)

写真6　藤原為一郎

賀

写真8　寺島宗吾

(肩ノ小屋にて)

(寺島信夫氏麗)

写真2　小林喜作

大正10年､殺生小屋にて

(藤原夏雄氏蔵)

写真5　常念小屋落成式に
招かれた人々の署名

写真7　大槍小屋前の藤原修

(右からこ人目)

(藤原最氏蔵)

(田淵行男と常念岳頂上にて)

(召田伯倭氏蔵)

る　男　郎原内○での為　人

あ　四　一藤

人
糾
合
の
事
務
所
を
兼
ね
た
牧
荒
神
堂
の
自
宅
に
は

多
く
の
登
山
者
が
訪
れ
た
｡

記
録
に
よ
れ
ば
､
"
九
〇
六
(
明
治
三
九
)
年
に

小
林
喜
作
と
と
も
に
坊
主
の
岩
小
屋
(
橋
沢
)
か
ら

天
狗
池
､
横
尾
尾
根
経
巾
洞
沢
に
入
り
､
奥
穂
高
岳
､

西
穂
高
岳
を
踏
破
し
て
い
る
｡
ま
た
､
"
九
-
一
〇
(
大

正
九
)
年
に
は
､
浅
川
博
∵
信
濃
山
岳
会
買
上
橋

荘
二
と
と
も
に
小
槍
の
初
登
撃
を
果
た
し
た
｡

が
偲
ば
れ
る
｡

殺
生
小
屋
は
一

九
二
二
年
(
大

正
二
)
六
月

に
開
業
し
た

潤

.
r
鴻
鵠
虹
_

　

　

1

.

1

小
林
喜
作
(
こ
ぼ
や
し
　
き
さ
く
)

小
林
喜
作
は
､
牧
の
名
猟
師
･
ガ
イ
ド
で
あ
る
｡

.
九
二
〇
　
(
大
正
九
年
)
長
男
〝
男
と
二
人
で
､
大

天
井
岳
切
通
か
ら
生
首
岳
､
赤
岩
岳
､
西
岳
を
経
て

水
俣
乗
越
に
下
り
､
東
銀
尾
根
経
由
槍
ヶ
岳
に
向
か

う
｢
喜
作
新
道
｣
を
完
成
さ
せ
た
｡
そ
れ
ま
で
の
槍
ヶ

岳
へ
の
登
山
ル
ー
ト
は
､
東
天
井
岳
､
中
山
晴
か
ら

ニ
ノ
保
谷
に
降
り
て
西
岳
に
登
る
も
の
で
､
中
房
温

泉
か
ら
槍
ヶ
岳
ま
で
一
-
丁
四
日
か
か
っ
た
｡
喜
作
新

道
は
翌
一
九
二
.
午
(
大
正
一
〇
)
槍
ヶ
岳
直
下
に

I

~

レ

】

＼

完
成
し
た
殺
生
小
屋
へ
登
山
客
を
導
く
た
め
に
開
墾

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
'
小
林
喜
作
の
起
業
家
精
神

が
'
翌
年
の
二
月
五
日
､
猟
師
仲
間
と
黒
部
棒
小
屋

沢
で
カ
モ
シ
カ
狩
猟
中
の
野
陣
馬
小
屋
で
､
長
男
一

男
と
と
も
に
雪
崩
に
呑
ま
れ
非
業
の
死
を
遂
げ
た
｡

喜
作
享
年
四
九
歳
､
一
男
一
三
歳
で
あ
っ
た
｡

写
真
2
は
今
回
初
め
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
､
小

林
喜
作
か
ら
猟
師
仲
間
で
松
本
五
十
聯
隊
に
い
た
藤

原
一
郎
氏
(
夏
雄
氏
兄
)
　
に
宛
て
た
大
正
二
年
の

年
賀
状
で
あ
る
｡
前
年
開
業
し
た
｢
殺
生
小
屋
｣
前

で
撮
影
し
た
自
画
像
を
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
の
年
賀
状
に

し
た
も
の
で
'
当
時
と
し
て
は
画
期
的
で
あ
っ
た
｡

こ
の
年
賀
状
が
届
い
た
二
カ
月
後
他
界
す
る
｡

写
真
4
の
人
々
は
大
正
八
年
八
月
一
七
日
に
聞
か

=
　
れ
た
常
念
小
屋

鶴
林
堂
書
店
主
小
松
平
十
郎
氏
､
そ
の
右
の
着
ゴ
ザ

の
人
は
信
濃
毎
日
新
聞
牧
伊
三
郎
氏
で
あ
る
｡

写
真
5
は
常
念
小
屋
記
録
幅
『
胸
中
の
ア
ル
プ
ス
』

の
一
部
で
､
写
真
4
に
写
っ
て
い
る
人
々
の
自
筆
署

名
と
思
わ
れ
る
｡

藤
原
為
一
郎
(
ふ
じ
わ
ら
　
た
め
い
ち
う
う
)

藤
原
為
一
郎
は
､
烏
川
口
登
山
案
内
人
組
合
の
創

始
者
(
七
名
)
　
の
一
人
で
､
猟
師
の
か
た
わ
ら
巾
案

内
人
で
あ
っ
た
｡
一
九
二
〇
　
(
大
正
九
)
年
七
月
一

三
日
に
､
松
杢
局
等
学
校
第
四
班
四
名
を
槍
ヶ
岳
か

ら
乗
鞍
岳
へ
案
内
し
た
記
録
が
『
胸
中
の
ア
ル
プ
ス
』

に
残
っ
て
い
る
｡
ア
ル
プ
ス
銀
座
の
　
｢
為
右
衛
門
の

吊
り
岩
｣
は
､
猟
師
で
あ
っ
た
こ
の
人
の
名
に
出
来

す
る
｡
山
案
内
人
藤
原
一
郎
(
長
兄
)
､
重
晴
(
-
一
男
)
､

テ
大
検
)
を
任
さ
れ
た
後
'
槍
溝
ヒ
ュ
ッ
テ
な
ど
に

勤
務
し
た
｡
長
男
藤
原
茂
(
あ
き
ら
)
は
､
現
在
の

常
念
日
登
山
案
内
人
組
合
長
で
あ
る
｡
槍
沢
グ
リ
ー

ン
バ
ン
ド
上
部
に
建
設
さ
れ
た
大
検
小
屋
は
､
雪
崩

で
何
回
も
流
さ
れ
た
た
め
建
設
後
わ
ず
か
で
東
銀
尾

根
の
現
在
の
地
に
移
さ
れ
た
｡

寺
島
宗
吉
(
て
ら
し
ま
　
そ
う
き
ち
)

寺
島
宗
吉
は
､
牧
荒
神
蛍
の
山
案
内
人
の
ま
と
め

役
と
し
て
寺
島
野
手
次
郎
､
寺
島
松
一
､
寺
島
力
蔵
､

浅
川
得
一
､
浅
川
啓
‥
浅
川
長
作
､
増
田
長
男
な

ど
の
ガ
イ
ド
を
率
い
た
｡
寺
島
宗
吾
の
案
内
人
と
し

て
活
動
は
槍
穂
高
か
ら
鋤
立
山
方
面
に
ま
で
及
ん
で

落
成
式
に
小
林

喜
作
が
案
内
し

た
人
々
で
あ

る
｡
(
山
本
茂
美

著
『
喜
作
新

道
』
)
左
端
は
､

早
大
名
誉
教
授

松
田
治
一
郎

氏
､
そ
の
左
前

五
千
尺
旅
館
創

修
(
三
男
)
'
夏
雄
(
四

男
)
の
父
で
あ
る
｡
兄

弟
四
人
は
い
ず
れ
も

優
れ
た
山
案
内
人
で

あ
っ
た
｡

い
た
｡
残
さ
れ
た

写
真
の
中
に
は
鋤

の
名
ガ
イ
ド
宇
治

長
次
郎
の
写
真
が

あ
っ
た
｡

藤
原
　
修
(
ふ
じ
わ
ら
　
お
さ
む
)

藤
原
修
は
､
山
案
内
人
組
合
創
設
者
の
一
人
藤
原

為
一
郎
の
三
男
と
し
て
牧
に
生
ま
れ
た
｡
一
郎
､
重

晴
一
∵
人
の
兄
と
弟
夏
雄
と
と
も
に
山
の
仕
事
に
従
事

し
､
一
九
一
九
(
大
正
八
)
年
橋
沢
グ
リ
ー
ン
バ
ン

ド
上
部
に
建
設
さ
れ
た
大
槍
小
屋
(
現
在
の
ヒ
ユ
ツ

き
ん
‡
農
寝
t
･
f
･
t

俺
皆
か
宮
中
,

秘
事
や
J
t
.
i
.
1
日
A
a

武
e
Y
A
雰
っ
一
一
t

I
t
良
質
也
山
岳
冨

山

　

ン

　

舟

帝
‡
高
宮
.
.
)
肴
,

坤
の
購

立
者
で
松
本
養
老
館
主

井
口
良
一
氏
､
そ
の
右

信
濃
鉄
道
(
現
在
の
J

R
大
糸
線
)
山
口
勝
氏
､

一
人
お
い
て
小
林
喜

作
､
そ
の
右
後
時
事
新

報
記
者
､
喜
作
の
右
前

藤
原
夏
雄
(
ふ
じ
わ
ら
　
な
つ
お
)

藤
原
夏
雄
は
'
常
念
小
屋
や
一
ノ
俣
小
屋
の
歩
荷

仕
事
の
後
､
一
九
三
四
(
昭
和
九
)
年
に
槍
澤
小
屋

に
入
っ
た
｡
戦
後
は
肩
ノ
小
屋
も
任
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
｡
.
九
圏
九
(
昭
和
二
四
)
年
よ
り
登
山
ガ

イ
ド
に
従
事
､
常
念
口
登
山
案
内
人
組
合
組
合
長
'

北
ア
ル
プ
ス
登
山
案
内
人
組
合
副
理
事
長
､
北
ア
ル

プ
ス
南
部
地
区
夏
山
常
駐
隊
隊
長
'
自
然
公
園
指
導

員
な
ど
'
山
に
関
連
す
る
要
職
を
歴
任
し
た
｡
山
菜
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定　朝

価　刷

増
田
長
男
(
ま
す
だ
　
お
き
お
)

増
田
長
男
は
､
弟
久
吾
(
ひ
さ
ご
)
と
と
も
に
山

案
内
人
や
山
仕
事
に
従
事
し
､
一
九
三
　
(
昭
和
六
)

年
七
月
諏
訪
高
等
女
学
校
生
徒
を
常
念
岳
山
頂
に
案

寺
島
宗
吉
の
紹
介
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
｡
田
淵
の
写
真
帳
を
そ
の
ま
ま
本
と
し
て
出
版
し

た
『
両
の
ア
ル
バ
ム
』
に
は
ガ
イ
ド
と
し
て
寺
島
の

姿
が
何
故
も
登
場
し
､
田
淵
と
の
深
い
親
交
が
偲
ば

れ
る
｡
一
九
四
五
年
(
昭
和
二
〇
)
､
田
淵
一
家
が
､

一
刀 内

す
る
な
ど
､
多
く

の
登
山
者
を
案
内
し

た
｡
ま
た
'
久
喜
は
､

山
岳
画
家
足
立
源
一

郎
を
上
高
地
か
ら
烏

増
イ
　
帽
子
岳
に
案

3真~写

強
制
疎
開
の
命

に
従
い
牧
へ
移

り
住
む
仲
介
役

と
な
っ
た
｡

内
し
て
い

る
｡

寺
島
野
子
次
郎
(
て
ら
し
ま

の
こ
じ
ろ
う
)

向
案
内
人
と
山
仕
事
の
後
'
調
理
番
と
し
て
常
念

小
屋
に
入
り
昭
和
四
〇
年
代
初
め
ま
で
勤
務
し
た
｡

寺
島
が
気
圧
の
低
い
常
念
乗
越
で
火
力
を
う
ま
く
調

整
し
て
炊
い
た
飯
は
､
旨
く
て
評
判
で
あ
っ
た
｡
後

に
圧
力
釜
に

変
わ
り
調
理

場
は
次
男
則

男
に
引
き
継

が
れ
た
｡

寺
島
嘉
多
治
(
て
ら
し
ま
　
か
た
じ
)

寺
島
嘉
多
治
は
､
山
岳
写
真
家
で
あ
り
蝶
の
研
究

者
で
あ
っ
た
用
淵
行
男
が
教
諭
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
東
京
府
立
第
一
.
高
等
女
学
校
の
生
徒
達
の
山
行
を

案
内
し
た
こ
と
が
緑
で
､
一
九
囲
一
年
(
昭
和
-
六
)

頃
か
ら
戦
後
に
か
け
山
案
内
人
と
し
て
山
行
を
と
も

に
し
た
｡
寺
島
と
出
淵
と
の
出
会
い
は
､
山
案
内
人

[
牧
の
登
山
史
]

1
9
0
5
　
(
明
治
3
 
8
)
　
日
本
山
岳
会
創
立

1
9
0
6
　
(
明
治
3
 
9
)
　
7
月
　
小
林
喜
作
､
寺
島
今

朝
一
は
'
坊
主
ノ
岩
小
屋
-
天
狗
池
-
横
尾
尾
根

-
洞
沢
-
奥
穂
高
岳
-
西
穂
高
岳
を
踏
破

1
9
1
5
　
(
大
正
4
)
　
1
月
1
 
5
日
　
信
濃
鉄
道
松
本

駅
(
現
北
松
本
駅
)
　
¢
　
豊
科
駅
間
営
業
開
始

1
9
1
6
　
(
大
正
5
)
束
久
題
宮
の
上
高
地
登
山
に

よ
り
登
山
道
が
一
挙
に
整
備
さ
れ
る

1
9
1
7
　
(
大
正
6
)
　
日
本
ア
ル
プ
ス
旅
館
(
槍
沢

口
ッ
ヂ
の
前
身
)
完
成

1
9
1
7
　
(
大
正
6
)
牧
の
山
案
内
人
7
名
に
よ
り

烏
川
口
登
山
案
内
人
組
合
創
立

初
代
組
合
長
　
寺
島
今
朝
一

創
立
メ
ン
バ
ー
‥
小
林
喜
作
､
寺
島
松
之
助
'
藤

原
為
一
郎
､
増
田
博
一
､
田
中
伊
十
､
宮
島
悟
一

1
9
1
8
　
(
大
正
7
)
松
本
中
学
校
(
現
松
本
深
志

高
等
学
校
)
山
岳
班
創
立

1
9
1
8
(
大
正
7
)
古
幡
満
永
は
､
牧
離
山
に
6
･

6
両
の
リ
ン
ゴ
園
｢
大
成
園
｣
を
開
繋

1
9
1
9
　
(
大
正
8
)
　
8
月
_
 
7
日
､
常
念
小
屋
落
成

式
開
催
､
小
林
喜
作
､
寺
島
宗
吉
ほ
か
牧
か
ら
多

く
の
中
案
内
人
が
参
加
し
た
｡
小
林
喜
作
は
､
松

田
治
一
郎
(
早
大
名
誉
教
授
)
､
井
目
良
.
(
松

本
養
老
館
社
長
'
五
千
尺
旅
館
創
立
者
)
､
小
松
平

十
郎
(
鶴
林
堂
書
店
主
､
牧
伊
三
郎
(
信
濃
毎
日

新
聞
)
　
ら
を
案
内
｡

1
9
2
0
　
(
大
正
9
)
槍
沢
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ド
上
部

に
大
検
小
屋
完
成

1
9
2
0
　
(
大
正
9
)
　
7
月
5
日
浅
川
博
一
､
寺
島

松
.
は
､
松
本
高
等
学
校
山
岳
部
第
七
班
を
午
前

2
時
烏
川
口
古
幡
満
水
宅
(
大
成
園
)
出
発
､
常

念
小
屋
経
巾
槍
ヶ
岳
か
ら
烏
帽
子
岳
に
案
内

1
9
2
0
　
(
大
正
9
)
　
7
月
9
日
､
小
林
喜
作
は
浅

川
茂
利
と
と
も
に
信
濃
山
岳
会
の
土
橋
荘
三
､
熊

井
博
大
'
寺
島
今
朝
一
を
案
内
し
槍
ヶ
岳
頂
上
か

ら
北
銀
屋
根
を
初
下
降

1
9
2
0
(
大
庄
9
)
7
月
_
 
3
日
､
藤
原
為
"
部
は
'

松
全
局
等
学
校
第
4
班
4
名
を
槍
ヶ
岳
よ
り
乗
鞍

岳
へ
案
内

1
9
2
0
　
(
大
正
9
)
　
8
月
2
 
t
H
､
浅
川
博
.
は
､

信
濃
山
岳
会
土
橋
拝
三
　
寺
島
今
朝
一
に
従
い
上

高
地
か
ら
前
穂
高
岳
､
奥
穂
高
岳
を
縦
走
し
､
大

槍
小
屋
　
(
大
正
8
年
建
設
)
　
に
到
着
｡

1
9
2
0
　
(
大
正
9
)
　
8
月
2
 
6
日
　
寺
島
今
朝
一
が

先
頭
と
な
り
土
橋
荘
三
'
浅
川
博
一
が
小
槍
初
登

撃
｡
ロ
ー
プ
と
曲
が
り
釘
を
用
い
た
約
3
時
間
の

登
馨
は
日
本
の
人
口
登
撃
の
芽
生
え
で
あ
っ
た
｡

1
9
2
0
　
(
大
正
9
)
秋
､
小
林
喜
作
､
一
男
父
子

に
よ
り
｢
喜
作
新
道
｣
開
通

1
9
2
1
　
(
大
正
1
 
0
)
秋
､
小
林
喜
作
に
よ
り
槍
ヶ

岳
殺
生
小
屋
工
事
完
了

1
9
2
1
　
(
大
正
‖
)
　
6
月
､
小
林
喜
作
に
よ
り
殺

生
小
屋
開
業

1
9
2
2
　
(
大
正
‖
)
　
7
月
5
日
､
小
林
喜
作
は
山

岳
部
学
習
院
板
倉
勝
宜
､
松
方
二
郎
､
伊
集
院
虎

一
を
北
鎌
尾
根
に
案
内
､
早
稲
田
隊
と
槍
ヶ
岳
登

頂
を
競
っ
た
｡

1
9
2
3
　
(
大
正
は
)
　
3
月
5
日
　
小
林
喜
作
は
長

男
一
男
と
と
も
に
黒
部
棒
小
屋
沢
で
カ
モ
シ
カ
猟

中
に
雪
崩
で
遭
難
､
3
月
_
 
7
日
小
林
喜
作
の
遺
体

引
き
上
げ
作
業
を
行
っ
た
｡

1
9
2
6
　
(
大
正
は
)
､
槍
肩
ノ
小
屋
　
(
槍
岳
山
荘
)

完
成

1
9
2
7
(
昭
和
2
)
'
り
ん
ご
閻
大
成
閲
閉
業
､
釜

ト
ン
ネ
ル
開
通

1
9
3
0
　
(
昭
和
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